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　新年の始まりを告げる｢初顔合わせ２０１９｣が村コミュニ

川前神楽が披露され、新年の門出を祝いました。
　小椋敏一村長は、平成の結びとなる平成３１年を迎えるに
あたり、これまでの村民の皆様と歩みを進めた３０年を振り返
ると共に、「本年５月の新たな元号の下、輝く未来に向かって
歩みを踏み出していきたい｣と年頭の挨拶を述べました。
　祝宴では、村の特産品である花豆や川前かぼちゃを使用し
た料理も華を添え、出席者は、今年一年の抱負や目標につい
て語り合いました。

　新年の始まりを告げる｢初顔合わせ２０１９｣が村コミュニ新年新年の せ２０１９ ュュニ

～初顔合わせ２０１9開催～
新年のはじまり
～今月の主な内容～
P2　  村長新年挨拶
P3　  H31年度施策方針
P4　  きたしおばらトピックス
P5　  村職員募集案内、木製品導入のお知らせ
P6　  生涯学習だより
P7　  健康通信
P8　  おしらせ・戸籍の窓口
P9　  地域おこし協力隊
P10   ジオパーク通信・自然コラム
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か
し
く
心
温
か
な
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
の
結
び
と
な
る
年
「
平
成
31
年
」
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
苦
難
も
あ
り
ま
し
た
が
、
諸
先
輩
や
皆
様
と
と
も

に
、
よ
り
良
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
、
着
実
に
、
そ
し
て
堅

実
に
歩
み
を
進
め
た
30
年
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
年

5
月
に
は
新
た
な
元
号
の
下
、
未
来
に
向
か
っ
て
歩
み
を
踏

み
出
し
ま
す
が
、
平
成
9
年
、
12
年
の
皇
太
子
ご
夫
妻
の
ご

来
村
は
、
村
民
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
大
切
な
北

塩
原
村
の
誇
り
と
し
て
、
皆
様
と
と
も
に
村
づ
く
り
に
邁
進

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
西
日
本
で
の
集
中
豪

雨
、
北
海
道
地
震
な
ど
、
多
く
の
方
が
悲
し
み
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
1
日
で
も
早
い
復
興
を
願
う
と
と
も
に
穏
や
か
な

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
何
よ
り
の
幸
せ
で
あ
る
と
の
認
識
を

深
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

村
内
で
は
、
猛
暑
、
水
不
足
と
い
う
状
況
が
続
き
、
農
家

の
皆
様
に
と
っ
て
は
不
安
な
日
も
あ
っ
た
と
察
し
ま
す
が
、

幸
い
大
き
な
事
故
、
災
害
も
な
く
、
比
較
的
穏
や
か
な
１
年

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
千
葉
県
市
川
市
と
の
相
互
交
流
協
定
締
結
に
よ
り
、

今
後
、
農
産
物
の
新
た
な
販
路
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト「
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ
レ
・

ミ
リ
ア
」
の
北
塩
原
村
ル
ー
ト
が
８
年
ぶ
り
復
活
。
さ
ら
に

は
、
東
京
農
業
大
学
・
応
援
団
の
来
村
、
大
型
駐
車
場
と
観

光
情
報
発
信
機
能
を
有
す
る
「
五
色
沼
入
口
観
光
プ
ラ
ザ
」

の
供
用
開
始
、
そ
の
他
、
会
津
山
塩
企
業
組
合
の
「
ふ
く
し

ま
地
産
地
消
大
賞
・
優
秀
賞
」
受
賞
な
ど
、
大
変
喜
ば
し
い

出
来
事
が
多
数
あ
り
、
村
民
皆
様
の
活
躍
が
印
象
的
な
年
で

し
た
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
第
五
次
総
合
振
興
計

画
」
も
３
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
村
民
の
方
々
、

事
業
者
の
方
々
、
女
性
や
若
者
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

の
す
べ
て
の
皆
様
が
、
輝
く
未
来
に
向
か
っ
て
「
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
美
し
い
村
」を
目
指
し
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
の
分
野
で
は
、
幼
・
小
・
中
学
校
へ
の
冷
房
設
備
の

整
備
な
ど
計
画
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
の

教
育
課
程
改
訂
を
見
据
え
、
情
報
教
育
環
境
の
整
備
、
小
学

校
英
語
教
育
へ
の
確
実
な
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
活
動
の
分
野
で
は
、
行
政
区
長
の
皆
様
と
の
連

携
を
密
に
し
、
地
域
活
動
組
織
・
団
体
や
若
者
交
流
活
動
を

推
進
す
る
な
ど
、
地
域
間
・
世
代
間
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
自
治
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ふ
る
さ
と
づ

く
り
寄
附
金
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
、
多
様
な
カ
タ
チ
で
支

え
合
う
関
係
人
口
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

暮
ら
し
・
生
活
の
分
野
で
は
、
住
宅
整
備
や
空
き
家
バ
ン

ク
の
運
営
、
住
宅
取
得
助
成
事
業
な
ど
、
移
住
・
定
住
政
策

を
推
進
す
る
ほ
か
、
公
共
交
通
の
確
保
、
安
全
で
安
定
し
た

上
下
水
道
事
業
の
運
営
な
ど
、
暮
ら
し
の
環
境
の
向
上
に
努

未
来
に
向
か
っ
て

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り 

北
塩
原
村
長

め
ま
す
。

　

福
祉
の
分
野
で
は
、
妊
娠
出
産
、
子
育
て
と
切
れ
目
の
な

い
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
ほ
か
、
各
種
の
健
康
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
連
動
さ
せ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。
村
社
会

福
祉
協
議
会
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
も
連
携
し
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
維
持
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
の
分
野
で
は
、
防
災
無
線
設
備
や
消
防
施
設
・
設
備

の
整
備
な
ど
、
火
山
、
地
震
、
豪
雨
、
豪
雪
な
ど
自
然
災
害

へ
の
備
え
を
強
化
し
ま
す
。

　

農
林
漁
業
の
分
野
で
は
、
懸
案
で
あ
る
有
害
鳥
獣
対
策
に

つ
い
て
、
近
隣
自
治
体
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
駆
除
防
除
対

策
に
万
全
を
尽
く
し
ま
す
。
ま
た
、
農
業
公
社
設
立
に
向
け

加
速
化
し
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
と
の
包
括
連
携
に
よ
る
学

生
と
の
交
流
、「
新
規
作
物
」
の
検
討
な
ど
、
農
家
所
得
の

向
上
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
観
光
業
の
分
野
で
は
、
蛇
平
地
区
に
整
備
の
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
供
用
開
始
に
向
け
、
新
た
な
観
光
交
流
施
設

を
整
備
す
る
ほ
か
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
力
を
活
用
し
た
地
域
資
源
の
発
信
や
ジ
オ
パ
ー

ク
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
、

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
態
勢

を
構
築
し
な
が
ら
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
教
育
旅
行
の
回
復

に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
４
月
か
ら
福
島
空
港
か
ら
台
湾

定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
と
い
う
動
き
も
あ
り
ま
す
。
台

湾
の
方
々
と
の
親
交
を
深
め
、
加
速
す
る
訪
日
観
光
客
の
誘

客
に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
財
政
の
分
野
で
は
、
行
政
組
織
力
の
強
化
、
自
主
財
源

の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
公
共
施
設
個
別
管
理
計
画

を
策
定
す
る
な
ど
、
行
財
政
運
営
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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■ 

教
育
の
分
野

　
● 

教
育
環
境
の
整
備（

幼
・
小
・
中
学
校
冷
房
設
備
の
整
備
な
ど
）

　
● 

小
学
校
英
語
教
科
化
へ
の
対
応

（
外
国
語
指
導
体
制
の
強
化
な
ど
）

　
● 

情
報
機
器
の
整
備

（
I
C
T
技
術
を
活
用
し
た
主
体
的
な
学
び
の
実
現
な
ど
）

　
● 

歴
史
資
源
の
保
存
と
活
用

（
柏
木
城
の
発
掘
・
調
査
の
加
速
化
な
ど
）

　
● 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

（
ひ
と
り
一
文
化
・
一
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
な
ど
）

■ 

地
域
住
民
活
動
の
分
野

　
● 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

（
外
部
の
視
点
と
キ
ャ
リ
ア
の
活
用
な
ど
）

　
● 
地
域
活
動
組
織
・
団
体
支
援

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
な
ど
）

　
● 

地
域
間
・
世
代
間
交
流
の
促
進

（
交
流
の
促
進
な
ど
）

■ 

生
活
（
暮
ら
し
）
の
分
野

　
● 

住
宅
施
設
の
整
備

（
若
者
定
住
住
宅
整
備
・
住
宅
用
地
の
整
備
な
ど
）

　
● 

移
住
・
定
住
・
二
地
域
居
住
の
推
進

（
空
き
家
バ
ン
ク
運
営
、
相
談
体
制
充
実
な
ど
）

　
● 

公
共
交
通
の
確
保

（
バ
ス
路
線
維
持
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
な
ど
）

　
● 

生
活
道
路
の
確
保
（
道
路
改
良
、
除
雪
な
ど
）

　
● 

上
下
水
道
運
営
（
維
持
管
理
、
長
寿
命
化
な
ど
）

　
● 

桧
原
湖
周
遊
道
路
整
備
促
進

■ 

福
祉
の
分
野

　
● 

健
康
寿
命
の
延
伸

（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
事
業
の
推
進
、
診
療
所
な
ど
）

　
● 

子
育
て
支
援
（
き
め
細
や
か
な
支
援
策
の
実
施
な
ど
）

　
● 

高
齢
者
や
生
活
弱
者
対
策（
医
療
福
祉
介
護
制
度
の
運
営
な
ど
）

■ 

防
災
の
分
野

　
● 

危
機
管
理
体
制
の
充
実

（
火
山
、
地
震
、
豪
雨
、
豪
雪
な
ど
自
然
災
害
へ
の
備
え
）

　
● 

防
災
無
線
に
よ
る
確
実
な
情
報
の
伝
達

　
● 

消
防
施
設
・
設
備
の
更
新

■ 

農
林
漁
業
の
分
野

　
● 

農
家
所
得
の
向
上
（
園
芸
施
設
）

　
● 

農
業
振
興
公
社
の
設
立
準
備

　
● 

地
産
地
消
の
拡
大

（
農
産
物
の
村
内
消
費
、
観
光
と
の
連
携
な
ど
）

　
● 

有
害
鳥
獣
対
策

　
● 

森
林
資
源
の
保
全
・
活
用

（
桜
峠
保
全
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

■ 

商
工
観
光
業
の
分
野

　
● 

多
彩
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

（
ヘ
ル
ス
・
サ
イ
ク
ル
・
ジ
オ
・
エ
コ
な
ど
）

　
● 

教
育
旅
行
誘
致
（
バ
ス
助
成
・
合
宿
助
成
な
ど
）

　
● 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
台
湾
交
流
促
進
、
宿
泊
者
増
加
対
策
な
ど
）

　
● 

雇
用
の
場
の
確
保
（
工
場
立
地
促
進
な
ど
）

■ 

行
財
政
の
分
野

　
● 

行
政
組
織
力
の
強
化
（
職
員
の
資
質
向
上
な
ど
）

　
● 

自
主
財
源
の
確
保
（
村
税
収
納
率
向
上
な
ど
）

　
● 

広
報
広
聴
活
動
の
強
化

　
● 
公
共
施
設
の
適
正
な
管
理

平成31年　施政方針

【輝く未来に向かって、
　笑顔で暮らせる美しい村】を目指して 

　北塩原村の将来像を描き、村民の方々、事業者の方々、女性や若者、
子どもからお年寄りまでのすべての皆様が、未来に向かって「笑顔で
暮らせる美しい村づくり」を推進するため、「第五次総合振興計画」に
掲げる8つの政策分野について、連携と交流を図りながら、各種の施
策を展開します。 
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▲南相馬市出身でオリンピック出場経験のある西内
　洋行選手との記念撮影

▲左から佐藤さん、星さん、大森さん、松山さん

▲オリンピック選手の講演を熱心に聞く参加自治体
　の小中学生

きたしおばらトピックス

裏磐梯中バドミントン部東北大会出場！12月26日（水）、27日（木）
　裏磐梯中学校バドミントン部は、１１月に行われ
た福島県中学生新人バドミントン競技大会に出場
し、大森遥叶さん（２年）、星夢さん（２年）がシン
グルスで、佐藤そらさん（２年）、松山有紀さん（２
年）がダブルスで、それぞれベスト８に入り、１２月２
６日から２７日に行われた東北中学校バドミントン
選手権大会に出場しました。今後ますますの活躍
が期待されます。

現役一流選手から走る楽しさを学ぶ！12月1日（土）、2日（日）

　１２月村議会定例会において、教育委員の任命に穴澤智惠子さん（桧原）が同意
されました。
　任期は、１月１日から４年間。今後のご活躍が期待されます。
　また、教育委員の阿部好喜さん（金山）は、１２月３１日付けで退任されました。長
い間お疲れ様でした。

　本村の交流自治体である南相馬市ではこのほど、野
馬追の里健康マラソン大会並びにみらい夢こども交流
事業が12月１日、２日の２日間に渡り開催され、村内の
中学生４名が招待を受け参加しました。
　イベントには、同市が交流する14自治体から総勢約
150名の小中学生が参加しました。１日目に開催された
みらい夢こども交流事業では、名刺交換などで他の自
治体の選手らと交流を深めました。また、同市出身の
オリンピック選手や実業団、強豪大学の一流選手らと
ワークショップを行い、現役選手の走ることに対する
情熱や想いを学びました。
　２日目には、野馬追の里健康マラソン大会にエント
リー。生徒らは今年１年間、精一杯練習に励んできた
集大成を飾ろうと、最後まで懸命に走りぬきました。

【教育委員に穴澤智惠子さんを任命】
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●採用職種　幼稚園教諭
●採用予定人員　若干名
●受験資格
　昭和58年4月2日以降に生まれた者で、幼稚
園教諭免許を有する者又は平成31年3月末まで
に取得見込みの者。
【試験の方法】
【１次試験】
教養試験・専門試験終了後、適性検査を行い
ます。
●期日　平成31年2月3日（日）
●場所　北塩原村役場
【２次試験】１次試験合格者に対し通知します。

平成31年度
村職員採用候補者試験（資格免許職）のお知らせ

◎受験申込用紙の請求方法
　受験申込用紙は、総務企画課・裏磐梯合同
庁舎で交付します。
◎受付期間
　平成31年1月7日（月）から1月23日（水）まで
郵便による申込書提出の場合は、1月21日（月）
までの消印有効
◎申し込み問い合わせ先
　総務企画課　☎２３－３１１１

　今年度、福島県森林環境交付金を活用して、裏磐梯中学校の図書室に『木製本棚』と、五色沼
入口観光プラザの屋外に『木製テーブル・ベンチ』を導入しました。
　直接、木の温もりに触れていただき、多くの利用者に長く愛される木製品を導入したことで、森
林環境保全への意識醸成を図ることができました。
　各施設へご来場の際は、是非、ご利用ください。
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教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236生涯学習だより

　12月13日（木）裏磐梯中学校において「裏磐梯中生
応援レシピ」というテーマで栄養講座が開催され、生
徒と保護者合わせて約40名が参加しました。
　講師には、会津若松市立一箕小学校栄養教諭の二
瓶美智子氏をお招きし、食事（栄養）の大切さを再認
識する講座となりました。

講座の様子▶

今後予定している公民館事業のお知らせ お気軽に村公民館までご連絡ください。

①第１回少年少女スキー教室
　○日程：１月２０日（日）
　○場所：裏磐梯スキー場
②第２回少年少女スキー教室
　○日程：２月３日（日）
　○場所：裏磐梯スキー場

③ブックスタ－ト
　○日程：２月７日（木）
　○場所：保健センタ－

▲よくみるとかわいい目▲生涯学習センターに展示してある謎の大魚

　雄国沼の主の大ドジョウ「とらんぼう」ではないのかと言われている謎の大魚を「アクアマリンふくし
ま」の協力を得て、生涯学習センターに展示しています。
　この大魚は昭和４０年代に雄国沼の支流の雄子沢川で捕獲されたもので、体長は１２０㎝程です。
　見つけた人は、大きな水音がするので近くまで行ってみると、この大きな魚がいたため、驚いて棒で
叩いて捕獲したそうです。当時、何の魚なのかいろいろと調べてもらったそうですが、結局わからなかっ
たそうです。
　この生物はいったい何？今後、詳しく調査していきたいと思います。

この生物の正体は・・・

家庭教育支援事業

会いに
きてネ！
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健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問合せ

2019年頭のご挨拶
南東北裏磐梯・桧原診療所　荒川　真之

　あけましておめでとうございます。今年も何卒よろしくお願いします。
　今年度は、超音波診断装置とウォーターベッド（納入予定）を新しく購入しました。従来からあるX
線診断装置とともに医療機器の充実を図り、皆様の健康維持に努める所存です。また、昨年は糖尿病
及び高血圧の講話をさせていただき、合併症発症予防に努めるように皆様に注意喚起を促しました。
治療よりも予防がコストもかからず、予後がよいことは明らかです。少々脱線しますが、自然界の現
象は「複雑系」で説明できることが多いのです。「複雑系」とは簡単に言うと「初期条件の少しの相違が
後の結果に重大な変化をもたらす系」を指します。例えば、ヒトの一生涯でもちょっとした選択の違
いで、５年、１０年経つと当初想像もできないような大きな違いとなるということです。疾病の経過
も同様であり、早期発見早期治療が効を奏します。万事早い対応がよいようです。
　その意味合いから当院では初期治療に重点を置いて診療にあたっています。何でも困ったことが
あれば早めに受診をしてください。可能な限り当院で対応いたします。また、来院が困難な場合には
往診で対応します。当院で対応不可能な時は、南東北病院をはじめ他の病院を受診できるようにして
います。
　本年も皆様にとって良い年であることを願ってご挨拶とさせていただきます。

第２回介護予防のための運動教室のお知らせ

　介護予防のための運動教室の第2回目を下記の日程で開催します。
　第1回目は自分のそれぞれの関節の動きのチェックや、体を調整していくための運動を楽しく実践
しました。
　第２回目はより実践的な内容を指導していただく予定です。
　第1回目に参加できなかった方も参加をお待ちしておりますので、ご希望の方はご連絡ください。

～春までチャレンジ！カラダ進化作戦！～

○日時
　平成３１年１月３１日（木） １３:００～
○場所　ラビスパ裏磐梯
○講師　日本トレーニング指導者協会
　　　　トレーニング指導者
　　　　鈴木　史江　先生
○参加費　無料
○その他
　送迎を希望される方はご連絡ください。

▲第１回教室の様子
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●
提
出
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
中（
１
月
〜
12
月
）に
あ

な
た
の
事
業
所
で
給
与
等
の
支
払
い

を
し
た
方
が
、平
成
31
年
１
月
１
日
現

在
、当
村
に
住
所
の
あ
る
方
に
つ
い
て

は
、当
村
税
務
課
に
、そ
れ
以
外
の
市

町
村
に
住
所
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
当

該
市
町
村
に｢

給
与
支
払
報
告
書
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

｢

給
与
支
払
報
告
書
」は
、パ
ー
ト
、

臨
時
、退
職
者
、ア
ル
バ
イ
ト
等
の
方

に
つ
い
て
も
作
成
し
、提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

｢

給
与
支
払
報
告
書｣

の
提
出
が
な

い
場
合
、支
払
い
を
受
け
た
方
の
確
定

申
告・住
民
税
申
告
の
受
付
が
不
十
分

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
諸
証
明
が
発

行
で
き
な
い
等
、一部
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

　

平
成
31
年
１
月
31
日（
木
）

※

課
税
処
理
の
都
合
上
、１
月
25
日

（
金
）頃
ま
で
、お
早
め
に
提
出
さ

れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
注
意
事
項

　

平
成
28
年
分
の
提
出
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー（
個
人
番
号
）・法
人
番
号
の
記

お
知
ら
せ

喜
多
方
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税 

 

 

（
４
期
分
）

国
民
健
康
保
険
税

 

（
６
期
分
）

介
護
保
険
料 （
６
期
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

（
６
期
分
）

住
宅
使
用
料 （
１
月
分
）

上
下
水
道
使
用
料

 

（
12
月
分
）

戸　籍　の　窓　口今
月
の
納
税
な
ど

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、簡
単
・

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！！

村長室へようこそ！

●問合せ　企画室　☎23─3112

　村長とお話しませんか。下記の
日程で村長室を開放しますので、
お気軽にお越しください。

載
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、様

式
が
Ａ
６
か
ら
Ａ
５
サ
イ
ズ
に
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

個
人
事
業
主
様
は
、個
人
事
業
主
様

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、ま
た
は
、通

知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
で
き
る
書
類

等
の
写
し
を
添
付
と
な
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

　

☎（
23
）３
１
１
４

１
、申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

　

申
告
書
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
作
成
で
き
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」で
は
、自
宅
な
ど
で
申
告
書
を

作
成
し
、郵
送
又
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
等
で
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
及
び

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
未
取

得
の
方
は
、税
務
職
員
と
対
面
に
よ
る

本
人
確
認
を
行
っ
た
後
に
発
行
さ
れ

る
Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
だ
け
で
、ｅ-

Ｔ
ａ

ｘ
に
よ
り
申
告
等
デ
ー
タ
の
作
成
・
送

信
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

２
、申
告
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

　

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定

申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は
、「
確
定
申

告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

税
務
署（
０
２
４
１‒

２４‒

５
０
５

０
）に
電
話
を
お
か
け
い
た
だ
き
、音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い「
０
番
」を
お

選
び
く
だ
さ
い
。

３
、申
告
書
作
成
会
場
の

　

 

開
設
に
つ
い
て

（
１
）開
設
期
間

　
　

平
成
31
年
２
月
18
日（
月
）〜

　
　

３
月
15
日（
金
）

　
　
《
土
、日
を
除
く
》

（
２
）相
談
受
付
時
間

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
３
）開
設
時
間

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
問
い
合
わ
せ

　

喜
多
方
税
務
署

　

☎
０
２
４
１（
24
）５
０
５
０

（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、「
２
番
」

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。）

今
月
の
行
政
相
談

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

「
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
お
済

で
す
か
？
」

「
提
出
前
に
様
式
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
」

  １月１３日 （日） 市役所前の診察室　大竹内科 …………☎22-0241
  １月１４日（月） （医）社団　小野病院 …………☎22-0414
  １月２０日（日） 医療生協　きたかた診療所 …………☎23-3611
  １月２７日（日） 喜多方市地域・家庭医療センター ………☎24-5320
  ２月  ３日（日） （医）君島内科消化器科クリニック ………☎24-5800
  ２月１０日（日） （医）くまたクリニック …………☎28-1233
  ２月１１日（月） （医）高橋小児クリニック …………☎25-7066
  ２月１７日（日） （医）社団福壽会　武田医院 …………☎27-4031

  １月１３日（日） 有隣病院 …………………………………☎24-5021
  １月１４日（月） 会津医療センター …………………☎0242-75-2100
  １月２０日（日） 佐原病院 …………………………………☎22-5321
  １月２７日（日） 有隣病院 …………………………………☎24-5021
  ２月  ３日（日） 会津医療センター …………………☎0242-75-2100
  ２月１０日（日） 有隣病院 …………………………………☎24-5021
  ２月１１日（月） 会津医療センター …………………☎0242-75-2100
  ２月１７日（日） 佐原病院 …………………………………☎22-5321

1月21日（月）９：00～12：00

　

今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

1
月
25
日（
金
）　

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分　

桧
原
出
張
所（
桧
原
）

　

☎
34
―
２
０
０
４　

行
政
相
談
委
員　

髙
橋　

光
秋

　　

行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を

受
け
付
け
、解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

平成31年1月1日現在　　※（　）は前月比
●人　口　　男…… 1，416人
　　　　　　女…… 1,359人
　　　　　　計……2,775人（前月比▲  4）
●世帯数……………１,０79戸（前月比±  0）
●転　入…    3人　●転　出…      4人
●出　生…    0人　●死　亡…      3人

お悔やみ申し上げます
渡　部　ヨシ子〈85歳〉　（敦　子・　母）大塩下区
佐　藤　久　幸〈92歳〉　（　暢　・　父）早稲沢
須　藤　明　雄〈94歳〉　（静　枝・　父）大塩中区



9　広報きたしおばら　2019.1

村の情報案内板

▲裏磐梯文化祭 ▲裏磐梯幼稚園児来訪

▲西会津20周年火の国太鼓 ▲20周年西会津花笠音頭

Monthly Reporter
小山　則彦
こやま　のりひこ

　2018年11月9日（金）午前9時より自然環境活用センターにて
「第22回裏磐梯文化祭」が開催され、桧原長寿会は福島県芸能発
表大会での演目「火の国太鼓」と裏磐梯長寿会と合同での「会津
磐梯山」を披露いたしました。演目終了後に裏磐梯幼稚園児と記念撮影をいたしましたが、これは桧原長寿会が同文化祭への参加
に先立ち、同幼稚園児から絞り染（ピンク色）の手ぬぐいをプレゼントされ、この手ぬぐいを身に着け演目披露した縁があり行われま
した。その後、同幼稚園児たちが桧原長寿会活動の場である桧原集会所に来訪し交流会をしていただきました。その際に同文化祭
での記念撮影写真を園児一人ひとりと幼稚園に額付にてプレゼントし大変に喜ばれました。

　交流推進員の小山則彦です。
　新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいた
します。地区内交流のお手伝いをしている桧原長寿会（桧原・金山・
早稲沢地区）活動での取り組み「裏磐梯文化祭と裏磐梯幼稚園児
との交流」、西会津「さゆり銭太鼓20周年記念発表会へのご招待と
演目披露」のご報告をいたします。

■地域おこし協力隊活動報告■

■第22回 裏磐梯文化祭と裏磐梯幼稚園児との交流

　西会津町老人クラブ連合会女性部「さゆり銭太鼓20周年記念発表会」と「第8回西会津町老人クラブ演芸会」が、2018年12月9
日（日）西会津町公民館大ホールにて満員大盛況の中開催され、桧原長寿会（16名が北塩原村社会福祉協議会のご協力もいただき
参加）がご招待を受け（他にも猪苗代町7名・新潟県阿賀町6名もご招待）、「火の国太鼓」「花笠音頭」を披露いたしました。
　西会津町老人クラブ連合会女性部とは10年ほど前に「さゆり銭太鼓」のご指導を受けて以来のお付き合いで、今回の参加には桧
原長寿会が来年度に取り組む演目選定の視察も兼ね、発表全ての演目は西会津町ケーブルテレビ様からＤＶＤのご提供もいただき
ます。当日は大変恐縮するほどのおもてなしをいただき、参加した長寿会の方々も是非次回も参加したいとのお話でした。
※「さゆり銭太鼓（別名バチ太鼓）」は太鼓のバチ（紅白の下地に金銀のテープをまいたバチ）の中に５円玉を入れそのバチで踊る演
目です。

■西会津町「さゆり銭太鼓20周年記念発表会へのご招待と演目披露」

下
川
前
　
赤
城
　
弘
美

幾
つ
ま
で
　
負
ん
ぶ
せ
が
ん
で
　
く
れ
る
か
と
　
想
い
つ
背
な
の
　
重
さ
愛
し
む

大
塩
　
鈴
木
　
タ
ケ
子

子
供
よ
り
　
一
足
早
い
　
冬
休
み
　
思
え
ば
楽
し
　
農
閑
期
か
な大

塩
　
高
橋
　
み
す
江

寒
い
日
は
　
友
を
誘
い
て
　
温
泉
め
ぐ
り
　
命
の
洗
濯
　
家
族
に
感
謝

大
塩
　
鈴
木
　
み
ち
子

五
色
沼
　
色
付
く
紅
葉
　
輝
け
り
　
飛
び
交
う
言
葉
　
異
国
の
人
よ桧

原
　
佐
藤
　
文
世

初
雪
に
　
山
の
木
草
は
　
綿
帽
子
　
頭
を
下
げ
て
　
寒
い
様
子
で桧

原
　
佐
々
木
　
キ
ミ
子

十
二
月
　
初
雪
降
り
て
　
寒
き
日
々
　
老
の
身
も
ま
た
　
い
た
わ
り
生
き
る

大
塩
　
高
橋
　
郁
子

早
師
走
　
見
渡
す
限
り
　
裸
木
に
　
間
も
な
く
見
せ
る
　
綿
帽
子
か
な北

山
　
佐
藤
　
裕
子

木
枯
ら
し
が
　
落
葉
巻
き
上
げ
　
渦
を
巻
く
　
周
り
の
山
は
　
白
に
染
ま
り
て

北
山
　
武
藤
　
敏
子

木
枯
ら
し
に
　
枝
葉
揺
ら
す
よ
　
な
す
の
実
が
　
暑
さ
寒
さ
を
　
乗
り
越
え
て
来
て

大
塩
　
五
十
嵐
　
良
子

ピ
シ
ャ
ピ
シ
ャ
と
　
頬
に
冷
た
く
　
霙
雪
　
師
走
の
空
に
　
鴉
が
一
羽桧

原
　
穴
沢
　
泰
子

軒
下
の
　
バ
ラ
の
蕾
が
　
い
と
お
し
く
　
瓶
に
挿
し
な
ん
　
新
雪
消
え
し
日
に

ゆ
き

手
袋
に
　
頬
を
う
づ
め
て
　
子
が
帰
る 

 

中
川
　
幸
恵

会
津
と
は
　
身
不
知
柿
の
　
熟
る
る
里 

 

鈴
木
　
隆
一
郎

仏
壇
に
　
供
え
し
菊
の
　
香
り
け
り 

 

佐
藤
　
信
子

み
ち
の
く
の
　
真
白
き
月
夜
　
雲
流
る 

 

武
藤
　
敏
子
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裏磐梯ビジターセンター　　 32-2850

▲ガマの穂

▲ガマの実

▲公園から見る周辺の高層ビル群

▲新宿御苑提供の
　磐梯山ジオパークカレー

～お宝へつながる架け橋～ 
東京・新宿御苑で「磐梯山ジオパークカレー」大人気

vol.97

　今、磐梯山ジオパークカレーが東京・新宿御苑でも味わえると熱い視線が
集まっています。 
　旬の福島県産野菜をたっぷり使った、福島応援『磐梯山ジオパークカレー』
は、食材の調達から調理工程、片付けまでを環境にやさしい視点で見直したエ
コ・クッキングメニューとして、新宿御苑内の「カフェはなのき」と「レストランゆり
のき」で提供されています。 
　その中で「カフェはなのき」は、福島県産木材を内装等に使用し、木の温もり
を感じられるカフェとして生まれ変わり、リニューアルオープンしたばかりです。 
　休日の多い時では80食も提供される『磐梯山ジオパークカレー』を皆さまか
らも東京近郊にお住いの友人や知人の方々がいらっしゃいましたら、ご紹介い
ただけると幸いです。 
　今後も一杯のカレーを通じて磐梯山を知っていただき、北塩原村の雄大な自
然や大地の恵み、人々の出会いなど訪れる人々にとって宝物となるように活動
していきたいと考えております。 

植物のタネ　ガマ（蒲）
　皆さんは「ガマの穂」と聞くと、何を思い出しますか？
　オオクニヌシノミコト（大国主命）と因幡のシロウサギの話を思い浮かべる方
も多いのではないでしょうか？
　皮を剥がされたシロウサギに「川の水で体を洗いなさい。そして、ガマの穂の
花粉を敷き散らした上に寝ころびなさい」という教えのとおりにすると、シロウ
サギはもと通りになったというお話です。
　ガマは、池や沼・川のふちなどに群生する高さ1.5ｍ～2ｍの大型の多年草で
す。ガマ属一属だけの科で、日本にはガマ・コガマ・ヒメガマの三種類があります。
茎の先に円柱状の花穂を付け、下部は雌花穂で長さ10～20㎝あり、そのすぐ
上に雄花穂が接して付きます。のちに雄花穂は枯れ、雌花穂が残り、いわゆるガ
マの穂になります。
　ガマの種は、風に乗り移動します。種の数は一つの穂におよそ35万個ともい
われています。穂が風に揺られてぶつかると、次から次へと種が飛び出します。
手でこするとバクハツして種が飛び出します。ためしてみてはいかがですか？
　裏磐梯ビジターセンターの東園地では、毎年同じところでガマの穂を見るこ
とができます。「わくわく散歩」でスタッフと一緒に見てみませんか？
　「年年歳歳花相似たり、歳歳年年人同じからず」（唐詩選）


